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『ナチス期 ドイツ合理化運動の展開J 森山書店， 2001年は，山崎氏の今は亡き恩師・前川恭
一先生に捧げられたものである。この二冊の「はしがき J の中にも， r前川恭一先生のお人柄J
と「山崎氏と前川先生との師弟の交わり」の情景が描かれている。その情景の中にこんなシー
ンがある。前川先生と山崎氏がほぽ同時期に本を出版され，前川先生が「何よりの幸せだj と
嬉しそうに述べられ， rこの本ができたらもういつ死んでもいいんだ」と言う前川先生に山崎氏
が「私も今そう思いますJ と答えられ，握手されるシーンには，大きな感銘を覚えた。そこに，
学問にこそ「命J をかける真撃な二人の学者の生きる姿勢があらわれているからである。「師承J
という言葉がある。これは，道元の『正法眼蔵』の中の言葉であるが，道元は， r大切なのは，
師から何を継承したかにある」としている。山崎氏は，前川先生より学問の魂を「師承」され
たようである。
前川先生のご冥福を心よりお祈りするとともに，このような「師承」が縁をもって広がって
ゆき，爽やかな学会となってゆくことを願ってやまない
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